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KIA フェスティバル 2019【12/8】

　「多文化共生のまちを目指して、外国人市民が主役となれるイベントを行おう」をテーマに今年度新たに“KIAフェス
ティバル 2019” を開催しました。世界 8 か国のヒト・モノ・コトが集まり、ブースやステージイベントを行いました。
来場者は、外国人スタッフと会話しながらイベントを楽しんでいました。
　このイベントの特徴は、KIA が行うのではなく、国籍を超えて集まった外国人・日本人40名のボランティアスタッフ
が、実行委員会として企画・運営を行ったことです。「国籍や民族などの異なる人々 が、互いの文化的な違いを認め合い、
対等な関係を築こうとしながら、共に生きていくこと」＝” 多文化共生” を実感するイベントとなりました。

日本語で話そう！～パロルの木の下で～【11/27】

　第3回は、ダルモ・マイケルさんをお招きして、フィリピン
の伝統的な飾りであるパロルを作るワークショップを行いまし
た。マイケルさんは、幼少期にフィリピンから日本へ移住した
経緯があり、言葉や文化が異なることで生じた辛い過去を乗り
越えてきました。そういった経験を参加者に伝えながら、今回
のワークショップは行われました。外国人（22 名）も日本人
（23名）も言葉や文化の壁を越えて、パロルを通して繋がった
瞬間でした。
　みんなで作ったパロルは、12月 14日、15日に学びの森で
開催されたクリスマスマーケットに飾られました。

多文化共生料理講座～お寿司で異文化交流～【10/6】
　多文化共生を目指した料理講座として、昨年からこのイベントを開催しています。今年は、様々な国籍（外国人
も日本人も）・年代（大人も子供も）が料理を通して交流することをテーマに開催しました。

　当日は、ブラジル、ベトナム、ペルー
などから 25 名の外国人と12 名の
日本人が参加し、手毬寿司、巻き
寿司を作りながら、いろいろなお話
をしました。
　今後も国際協会を通して、国籍を
超えた交流を行っていきましょう。
最後は参加者全員で記念撮影！！



各務原国際協会（ＫＩＡ）
各務原国際協会は公式 Facebook を始めました！！
イベントや災害時、くらしの情報を多言語で発信しています。
今すぐフォロー&シェアをお願いします。
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世界で1つのジャックオーランタンづくり（共催㈱オアシスパーク）【10/22】
　市国際交流員のジェイソンが、㈱オアシスパークの協力の
もと河川環境楽園にて、ハロウィンイベントを行いました。
参加者の子供達 60 名は、小さなジャックオーランタンに色
付けを行い、ジェイソンは大きなカボチャを使って本物の
ジャックオーランタンを作りました。アメリカのハロウィンを
身近に感じることができた1日でした。

日本語ボランティア養成講座 日本語教室を一緒に作りませんか？【7月～11月】
　今回は、第4、5回の活動についてご紹介します。※前半に関し
ては 9月号をご覧ください。第 4回は「ニーズから考える教室づ
くり」、第5回は「新しい日本語教室　今後の活動に向けて」各
テーマに分かれて企画発表を行いました。
　全5回を終えた参加者は、新しい日本語教室開設に向けて取り
組むべく、実践編に参加していきます。各務原市に新しい日本語
教室が生まれ、沢山の外国人が学び・交流している姿を想像する
と、とてもわくわくしますね！！！

Muhammad Santoso 
インドネシア出身の28歳、2017年 7月に来日。
趣味は登山。週末は日本語講座で出会った人たちと
山を登ることも。
（※”KIAフェスティバル“インドネシアブースの様子。
サントソさんは上段右から2人目）

　市内に住むサントソさんは、鵜沼朝日町にある SANEI 株式会
社の岐阜工場にて、水道の蛇口を作る業務を行っています。「日
本での生活や仕事について多くのこと学びたい」と思い、2017年
に技能実習生として来日しました。企業で働きながら、日本の高
度な技術や人に触れ、とても有意義な毎日を送っています。
　国際協会との出会いは、毎週水曜日に行う “日本語講座”。そこ
で日本語や日本の文化・風習を学びながら、様々な人と出会いま
した。これが、 “KIAフェスティバル” を知るきっかけとなり、「仕
事以外にも多くのことを学びたい、友達が欲しい、他の国や文化
や料理について知りたい」という思いのもと、KIAフェスティバル
実行委員として参加しました。当日まで色々なアイディアを出しな
がら、インドネシアブースの担当として自国の文化を紹介しました。
　サントソさんは、「とても素敵で楽しいイベントだった」と話し、
各務原市で国籍を超えた交流を行うことができました。

各務原で活躍する外国人市民　
サントソさん（SANEI 株式会社　岐阜工場勤務）


